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ハ
写
真
上
は
も
と
の
泊
駅
V

.1 

八
口
1
カ
山
川
色
を
失
わ
ず
し
か
も

近
代
的
に
建
て
な
お
さ
れ
た
伯
駅
V ‘．・・

北
陸
線
ガ
開
通
し
と
と
き
に
建
て
ら
れ

だ
泊
駅
。

六
十
牢
の
歳
月
を
、
朝
日
町
の
豆
関
口

と
し
て
、
町
の
発
展
と
只
に
器
い
て
来
疋

駅
告
も
、
こ
杓
ぎ
で
繊
度
力
補
修
増
設
築

ガ
加
え
ら
れ
て
き
た
。

北
陽
線
は
舎
や
榎
線
電
化
し
、
己
い
駅

舎
の
最
後
を
飾
る
か
の
よ
う
に
，
天
皇
M
M

樋
樹
祭
の
だ
め
来
日
開
下
車
さ
れ
、
そ
の
あ

と
泊
駅
き
も、

こ
の
よ
う
芯
近
代
建
築
に

改
築
さ
れ
足。

一
葉
降
客
は

一
白
玉
手
人
に
達
一
O
J
る
こ
と

も
あ
り
＼
文
字
と
お
り
、
富
山
県
の
更
の

豆
関
口
℃
し
て
の
面
巨
を
保
持
し
て
い
る
。

(1) 

今月のおもな記事

。議会だまり

。町功労者表彰

。花と緑の銀行だより

。用途地域の指定

。町賞工事入札状拡

義路毎しくみ問、 ω

；脳会掴先災予防運動

雑菌1さな世
。新tH地誕；畜産共進議

己物価卸計調査の結集
。算十四回町民体育文会

。裁判所ーだより

。税6窓口
。図萄錨だより
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V
あ

ら

ま

し

昭
和
四
十
九
年
第
六
回
朝
日
町
強
会
定

例
会
は
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
十
日
聞
を
も
っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日

町

一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
腹
案
十
四
件

を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

楕
願
抽
陳
情
四
件
に
つ
い
て
審
査
の
結
果

い
ず
れ
も
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
（
会
期
の
決
定
、
町

長
提
案
理
由
の
説
明
及
び
議

案
説
明
、
民
査
委
員
の
監
査

意
見
報
告
。

9
月
辺
、
お
日
休
会

9
月
目
日
本
会
議
（
質
斑
及
び
一
般
質

間）本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
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審

議

9
月
引
日

9
月
お
日

議案件件を可決
日

程

9
月
お
日

及
び
謂
願
陳
情
を
各
常
任
委

員
会
へ
付
託
）

文
教
厚
生
寮
員
会
（
付
託
案

件
の
務
査
）

文
教
厚
生
妥
員
会
、
産
業
建

設
委
員
会
（
付
託
築
件
の
審

査）総
務
委
員
会

（
付
託
案
件
の

審
査
）

休
会

本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
、
請
願
陳

情
の
決
定

9
月
打
日

9
月
河
日

9
月
泊
日

9
月
初
日

可

決

さ

れ

た

も

の

務
問
和
四
十
八
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

額
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

機
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
笹
川
、
宮
崎
、
境
、

山
崎

各
診
療
所
特
別
会
計
綴
入
歳
出
決
算
。

務
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
。

務
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
南
保
外
二
地

区
用
水
特
別
会
計
誠
入
歳
出
決
算
。

務
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
泊
外

一
地
区

用
水
特
別
会
計
蔵
入
歳
出
決
算
。

綴
昭
和
四
十
八
年
度
制
臼
町
立
泊
病
院
事

業
決
算
。

務
附
和
四
十
九
年
度
制
日
町
一

般
会
計
補

正
予
算

（第

一
号）

議
富
山
県
町
村
公
平
委
員
会
共
同
設
蹴
規

約

一
部
変
更
の
件
。

務
工
事
請
負
契
約
の
件。

工
事
請
負
契
約
二
件

一
、
統
合
中
学
校
予
定
地
道
路
等
繋
備
工

事
工
事
請
負
額

一
て
二
O
O千
円

工
事
内
容

道
路
延
長

五
二
ニ
五
悦

也
二
石
川
延
長
官
一穴
7
0
m

p
D机

一書
一・五悦

七
四
・

O
悦

一一一
基

岡
和
四
十
九
年
十
月

一

日

t四
十
九
年
十
二
月

一一一十
日

契
約
相
手
、
小
川
建
設
工
業
問

代
表
取
締
役
間
間
三
郎

二、

団
体
営
林
道
一
一
一
崎
線
開
般
事
業

（第

一
工
区
〉

工
事
請
負
額

工
事
内
容

道
路
延
長

臨

員
工

期

。日工橋暗
りき
ょょ

j胡う工・員

一
九
、
四

O
O干
円

契
約
相
手

九
五
九
机

四
・
O
旬

間
和
四
十
九
年
十
月
－

日

t
五
十
年
三
月
二
十

口同

折
谷
工
業
間

代
表
取
締
役

折
谷
和
男

議

員

提

出

議

案

wv
イ
ン
フ
レ
阻
止
と
県
民
生
活

の
安
定
に
関
す
る
意
見
書

－
生
活
保
説
法
、
航
病
者
、
寝
入
閣
子

山
帯
年
金
生
活
者
な
ど
の
生
活
を
保

闘
す
る
た
め
、
物
制
上
昇
分
を
考
慮

し
て
支
給
す
る
こ
と
。

2
こ
れ
等
生
活
閤
窮
者
に
は
応
分
の
イ

ン
フ
レ
手
当
を
支
給
す
る
と
と
。

－
庶
民
貯
金
に
対
す
る
金
利
の
引
上
げ

及
び
税
制
上
の
特
別
優
遇
措
置
在
講

ず
る
こ
と
。

。
4h
買
占
め
防
止
法
に
よ
る
指
定
物
資
の

拡
大
を
阿
る
と
と
も
正
、
企
業
の
便

乗
値
上
げ
、
売
り
お
し
み
、

買
占
め

に
対
す
る
取
締
り
強
他
と
緊
急
放
出

を
行
わ
せ
る
と
と
。

E
勤
労
者
、

中
小
容
細
業
者
に
対
す
る

大
幅
減
税
、
融
資
枠
の
甚
大
な
ど
税

制
、
金
融
の
転
換
を
計
る
こ
と
。

wv
母
性
保
護
に
関
す
る
鰭
制
度

の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
。

心
身
と
も
に
す
こ
や
か
な
生
命
を
生

み
育
て
る
た
め
に
、
そ
の
み
な
も
と
で

あ
る
母
体
は
、
あ
ら
ゆ
る
箇
に
お
い
て

尊
重
さ
れ
、
か
つ
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ζ

の
た
め
現
在
、
労
基
法
、
母
子
福

祉
法
、
勤
労
婦
人
福
祉
法
、
母
子
保
健

法
な
ど
、
諸
法
令
が
制
定
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
と
ん
日
の
社
会

的
実
情
に
附
ら
し
積
極
性
、
統
一
性
に

乏
し
く
必
ず
し
も
光
分
と
は
い
え

な

い
。
し
た
が

っ
て
、
当
面
母
性
保
護
の

徹
底
を
は
か
る
た
め
に
乙
の
あ
い
路
と

な
っ
て
い
る
母
性
の
保
穫
を
制
度
的
に

拡
充
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
か

か
る
実
情
を
充
分
認
識
さ
れ
、
現
行
諸

法
令
に
つ
い
て
す
み
‘
や
か
に
再
検
討
を

加
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
必
要
に
よ
り

母
性
保
護
に
関
す
る
単
独
法
を
制
定
さ

れ
る
な
ど
諸
制
度
の
確
立
を
は
か
ら
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

V
原
爆
被
爆
者
援
護
法
制
定
促

進
に
関
す
る
意
見
書
。

と
の
意
見
警
は
、

一ニ
十
数
万
人
の
原

蝿
被
編
者
と
こ
れ
が
子
孫
に
対
す
る
充

分
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
政
府
に
お

い
て
、
同
早
急
に
原
爆
被
爆
者
援
護
法
を

制
定
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の
。

(2) 

V
富
山
食
糧
事
務
所
魚
津
支
所

朝
日
出
張
所
の
存
続
に
関
す

る
意
見
書

国
の
事
務
合
理
化
の
た
め
食
樹
事
務

所
朝
日
出
張
所
の
開
止
計
闘
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
に
強
く
反
対
し
、
存
続
を
袈

望
す
る
も
の。

特
別
委
員
会
の
設
置

朝
日
町
議
会
に
次
の
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た。

特
別
委
員
会
委
員

（＠
蚕
員
長

H
O
間
安
員
長
）

総
合
開
発
特
別
委
員
会

。
扇
谷
隆
二

O
山
崎
消
馬

深

松

実

上

品

栄

作

石

橋

芳

和

芦
崎
勇
吉

酒

井

栄

行
政
区
画
特
別
委
員
会

。
安
達
義
雄

O
儲
田
哲
夫

松
倉
健
三

大

沢
潤
松
浦
水
賢
二

米
丘
貨
古
美
佐
光
平

開
発
公
社
特
別
委
員
会

。
金
井
態
治

O
水
島
則
次
郎

近
藤
栄
之
助
平
崎
知
勝

山
岡
政
次

水

島

保

米

田

苗
二

日
東
鮪
績
泊
工
場
増
肢
に
伴
う
地
下
水

間
査
特
別
委
員
会

。
米
回
吉
二

O
平
附
知
勝

安
達
義
雄

松

命

健
三

大
沢
龍
松
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石
橋
芳
和

山
崎
清
馬

黒
東
地
域

（入
善
町
、
朝
日
町
）
議
員

協
援
会
役
員

理
事
酒
井
栄
山
岡
政
次
近
藤
栄
之
助

大
沢
龍
松
清
水
賢
二

美
佐
光
平

監
査
安
達
義
経

黒
東
地
織
合
併
協
議
会
委
員

深
松
実
上
島
栄
作
芦
崎
所
内
宙

山
崎
筒
馬
踊
谷
隆
二

酒

井

栄

米
正
寅
吉

八
写
真
は
本
会
議
風
景
V

「引）
九
月
定
例
会
に
お
い
て
請

願
三
件
、
陳
情
一
件
が
各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査

の
結
果
次
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

願・陳

請

願

援
し
尿
没
取
り
料
金
改
正
に

つ
い
て

（
朝
日
衛
生
社
）

概観
さ
け
、
ま
す
人
工
ふ
化
事

業
補
助
金
増
額
交
付
に
つ
い
て

（
朝
日
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
）

言青

後
原
爆
彼
爆
者
援
護
法
制
定
促
進
に
つ
い

て
0

（
大
島
敏
明
）

陳

情

務
富
山
食
糧
事
務
所
魚
津
支
所
朝
日
出
張

所
の
現
存
に
つ
い
て
、

（
朝
日
町
中
央
、
大
家
庄
農
業
協
同

組
合
）

後
常
任
委
員
長
報
告
よ
り

総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
一三
委
員

会
と
も
に
議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
金
案
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
、
請
願
陳
情
人
セ
件
を

採
択
と
し
た
む
ね
各
常
任
委
員
長
よ
り
報

告
さ
れ
、
次
の
と
と
が
要
望
さ
れ
ま
し

た
。

文
教
厚
牛
委
員
会

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
泊
病
院
事
業

議議

般

質

問

九
月
定
例
会
は
識
会
議
員
選
挙
後
初
の

定
例
会
で
あ
り
、
新
旧
各
議
白
か
ら
多
彩

な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
質
問
の
－

部
を
紹
介
し
ま
す。

議
役
場
庁
舎
の
新
築
に
つ
い
て

間
窓
町
の
役
場
庁
舎
は
、
大
正
初
年

（
大
正
四
年
）
の
建
物
で
あ
り
相
当
老
朽

し
、
県
内
で
も
こ
の
よ
う
な
老
朽
庁
舎
は

き
わ
め
て
少
な
い
、
庁
舎
新
築
の
計
聞
は

あ
る
か
。

答

泊
高
等
学
校
の
移
転
、
統
合
中
学

校
建
設
後
の
泊
中
学
校
舎
、
都
市
計
画
街

路
と
泊
小
学
校
舎
等
と
り
関
連
が
あ
り
、

庁
舎
を
含
め
て
立
体
的
な
計
画
を
た
て
、

議
会
の
審
議
を
賜
わ
る
考
え
で
あ
る
。

に
つ
い
て
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
い
医

療
機
器
の
盤
備
充
実
に
努
め
、
住
民
の
医

療
福
祉
の
鴻
大
を
計
る
よ
う
強
い
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
請
願
二
件
に
つ
い
て
は
い
ず
れ

も
願
意
妥
当
と
認
め
採
択
い
た
し
ま
し
た

が
、
し
尿
扱
取
料
金
改
正
の
請
願
に
つ
い

て
は
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
と
い
う
と
と

で
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
現
在
人

件
償
、
諸
物
価
の
高
騰
か
ら
し
て
若
干
の

臨
上
げ
も
止
む
を
得
な
い
も
の
が
あ
り
、

町
当
局
に
お
い
て
は
適
正
な
側
額
で
善
処

さ
れ
る
よ
う
意
見
を
付
し
て
探
釈
い
た
し

ま
し
た
。

な
お
少
数
意
見
と
し
て
、
料
金
に
つ
い

て
は
、
新
川
広
域
閤
関
係
市
町
な
み
の
町

負
担
を
さ
れ
た
い
と
一一一
名
か
ら
の
小
数
意

見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
こ
れ
を
樹
保
し
報

告
い
た
し
ま
す
。

の

中
台、

ら
機

機
住
宅
対
策
に
つ
い
て

関

町

民

の
二
、
ご
一
男
で
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
者
が
多
い
が
、
町
の
住
宅
対

策
は
消
極
的
で
は
な
い
か
、
も
っ
と
力
を

入
れ
積
極
的
に
す
す
め
る
よ
う
。
山
品
川
力
せ

よ。
答

住

宅
の
必
要
性
は
充
分
心
栂
て
い

る
が
、
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
な
か
な
か
、

求
め
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
、
機
会

を
と
ら
え
低
廉
な
住
宅
を
造
成
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

間

町

営
住
宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

今
後
町
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
行
く
考

いてえ
かおか
。り。

希建
望築
者後
にす
払で
いに
下十
げ五
る年
考に
えも
はな
な つ

答
住
宅
の
た
て
ま
え
上
一
定
の
年
限

が
経
過
す
れ
ば
払
い
下
げ
て
も
よ
く
制
度

上
不
可
能
で
は
な
い
が
、
次
の
住
宅
地
を

確
保
せ
ず
し
て
は
不
用
意
に
払
い
下
げ
は

で
き
な
い
。

総
統
合
中
学
校
の
建
設
に
つ
い
て

関
町
長
は
昨
年
十
二
月
議
会
及
び
今

年
当
初
に
お
い
て
、
物
価
は
不
安
定
な
の

で
、
と
り
あ
え
ず
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
だ

け
を
や
り
た
い
と
の
と
と
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
補
正
予
算
在
見
て
も
予
算
化
さ
れ

て
い
な
い
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
校
舎
に
し
て
も
、
物
倒
も
や
や
安

定
基
調
に
あ
り
、
今
後
待

っ
て
い
て
も
物

価
の
上
昇
は
、
と
ど
ま
る
ζ

と
が
な
い
と

思
わ
れ
る
、
こ
の
辺
で
当
初
の
方
針
ど
お

り
前
向
き
に
す
す
め
る
べ
き
で
な
い
か
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い。

答

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
大

変
申
し
わ
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

前
回
は
せ
め
て
今
年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ

け
で
も
と
確
か
に
申
し
上
げ
た
。

い
ろ
い
ろ
努
力
を
し
て
み
た
が
総
需
要

抑
制
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
国
庫
補
助
は

受
け
れ
ば
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
起

債
は
こ
れ
以
上
受
け
ら
れ
な
い
と
、
ほ
と

ん
ど
結
論
に
近
い
も
の
を
み
て
い
る
。

起
債
が
な
か
っ
た
ら
、
形
の
変
わ
っ
た

借
金
に
な
る
の
で
無
理
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
申
し
上
げ
た
以
上
は
新

年
度
に
お
い
て
是
非
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

以
と
の
よ
う
な
事
情
で
今
回
は
補
正
予

算
に
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
つ

て
い
る
。

ま
た
統
合
中
学
校
設
確
に
つ
い
て
の
町

民
に
対
す
る
P
Rは
前
向
き
に
働
き
か
げ

て
ゆ
き
た
い
。

綴
日
東
筋
績
泊
工
場
増
股
に
伴
う
地
下
水

問
題
に
つ
い

τ

問
日
東
紡
績
泊
工
場
増
設
に
つ
い
て

の
賦
課
税
の
特
例
が
あ
る
か
。
文
税
額
は

何
程
か
。
更
に
水
の
問
題
で
あ
る
が
一
日

の
水
の
扱
腸
量
は
何
税
か
。
又
こ
れ
が
水

の
排
水
に
よ
る
被
醤
は
ど
う
か
。

(3) 

答
増
設
完
了
後
は
本
町
は
低
開
発
工

業
地
域
の
指
定
地
の
た
め
、
三
年
間
税
免

除
の
特
例
が
あ
る
。
乙
れ
に
対
し
国
は
乙

れ
が
税
額
の
七
十
五
%
を
交
付
税
と
し
て

当
町
に
交
付
す
る
。

な
お
水
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
在
一
日

一
万
三
千
屯
陽
水
し
て
い
る
が
地
設
に
伴

い
新
し
く
七
千
屯
を
揚
水
し
計
三
万
屯
の

錫
水
計
聞
と
な
っ
て
い
る
。

又
排
水
に
つ
い
て
は
被
害
が
あ
れ
ば
対

処
し
て
ゆ
き
た
い
。

こ
れ
等
水
の
問
題
に
対
処
し
万
全
を
期

す
る
た
め
、
で
き
う
れ
ば
是
非
議
会
に
特

別
委
員
会
等
を
設
け
調
査
審
議
を
賜
わ
り

た
い
。

綴
中
川
町
長
再
出
馬
有
無
に
つ
い
て

間

六
月
定
例
会
で
十
二
月
で
町
長
の

任
期
満
了
に
伴
い
再
出
馬
の
有
無
に
つ
い

て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
「
現
在
は
全
く
白
紙

で
あ
る
」
と
の
答
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

中
川
都
知
一
後
援
会
等
の
看
板
を
見
．凌
叫
り
る

が
町
長
出
馬
に
つ
い
て
の
意
思
を
聞
き
た

答

次
期
町
長
選
に
出
馬
し
町
民
の
信

を
開
い
た
い
。

守
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町
民
体
育
大
会
の
日
に

表
彰
の
栄
に
輝
く
人
々

－
町
功
労
者
の
表
彰
・

朝
日
町
で
は
、
長
年
、
町
の
自
治
発
展

に
協
力
さ
れ
、
大
き
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ

た
方
々
を
、

十
月
二
十
日
町
民
体
育
大
会

の
席
上
で
表
彰
し
ま
し
た。

マ
個
人
の
部

森

岡

畿

賢

（山

王）

九

里

留

作

〈

小
在
池
）

黒
崎
辰
次
郎

〈

越

）

米

国

吉

ニ

〈東
草
野
）

扇
谷
九
左
衛
門

〈宮

崎
〉

川
瀬
紬
次
郎

〈
下
野
〉

真

鶴

栄

作

〈

坊

〉

山

田

重

土回

（横

道）

弓
野
幸
太
郎

（大
山本庄）

松

倉

健

三

（東
下
町
）

日

本

喜

一

（中
三
浦
町
）

野

口

甚

（
山
崎
新
）

水

弁

留

次

（
不
動
堂
）

大

浜

林

ニ

（
宮
崎
）

水
島
畑
次
郎

（下
横
尾
）

大

井

四

郎

（殿

町
）

西

国

豊

次

（月

山
）

米
丘
寅
士
ロ

（
佐
谷
〉

仙

名

孝

夫

（
羽
入
）

山
積
回
繁
松

〈中
道
下
）

込

属

新

作

〈
舵
川
一
．J
M）

狩

谷

常

作

（片

山
）

西
村
竜
＝
一

〈川

山
）

町
内
会
長
と
し
て
多
年
、
町
行
政

の
苑
腿
に
つ
く
さ
れ
た
。

大
西

土
ロ
次
・郎

（

泊

）

同
定
資
－僅
評
価
得
点
以
委
員
と
し
て

多
年
、
町
行
政
の
発
展
に
つ
く
さ

さ報 あ広
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統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
統
計
の

普
及
と
推
進
に
つ
く
げさ
れ
た
。

マ
団
体
の
部

朝
日
町
商
工
会
事
務
局

多
年
、
各
種
調
査
に
協
力
さ
れ
、

統
計
の
普
及
と
唯
進
に
つ
く
さ
れ

た
。

大
蓮
華
山
保
勝
会

多
年
、
中
部
山
岳
の
自
然
保
護
と

紹
介
に
つ
く
さ
れ
た
。

れ
た
。

九

皇

道

守

（宮

崎）

広
報
編
集
委
員
長
と
し
て
創
刊
以

来
情
熱
を
も
っ
て
広
報
の
育
成
指

導
に
つ
く
さ
れ
た
。

谷
地
元
清
典

（南

保
）

扇
谷
与
兵
衛

（
宮
崎
）

野

田

み

ね

（
宮
崎
）

繍
地
理
右
衛
門

〈
間
保
）

七

沢

景

明

（
山
崎
）

民
生
児
童
妥
固
と
し
て
多
年
、
地

域
社
会
の
恵
ま
れ
な
い
人
達
の
福

祉
培
地
に
つ
く
さ
れ
た
。

南

部

伊

松

（
商
保
〉

下

浜

千

与

（

泊

〉

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
多
年
、

ク
ラ
プ
の
育
成
と
福
祉
の
増
進
に

つ
く
さ
れ
た
。

清

水

賢

二

（大
家
庄
）

草

野

三

郎

（

泊

）

扇

谷

光

夫

（
宮
崎
）

菊

地

信

夫

（

泊

）

多
年
、
社
会
体
内
円
の
普
及
と
阪
興

に
つ
く
さ
れ
た
。

村

口

隆

造

（

伯

）

山

本

明

（

泊

）

明
円
川
少
年
捕
特
は
と
し
て
多
年

少
年
の
不
良
化
防
止
と
他
人
上
丹
成

に
つ
く
さ
れ
た
。

越

沢

希

彦

〈

れ

）

多
作
、

野
外
市
訓
M
G
t
H少
年
の
指

将
育
成
に
つ
く
さ
れ
た
。

大
森
周
＝
一

（山

崎

自
治
大
臣
彰
表
を
受
け
た

朝
巴
町

選
挙
管
理
委
員
会

投
票
率
と
優
秀
な
事
務

自
治
省
で
は
、
去
る
七
月
七
日
行
わ
れ

た
参
麓
院
韓
国
同
通
常
選
挙
に
お
け
る
投
票

率
や
、
選
挙
準
邸
の
執
行
状
況
が
優
秀
で

あ

っ
た
市
町
村
に
対
し
、
そ
の
幼
を
た
た

え
て
、
自
治
大
ほ
表
彰
を
授
与
し
ま
し
た

が
、
県
下
で
は
、
朝
日
町
選
挙
管
盟
委
員

会
が
砺
波
市
、
井
口
村
の
各
選
挙
管
理
委

員
会
と
共
に
そ
の
栄
に
的
し
ま
し
た
。

〈
写
真
は
そ
の
表
彰
状
V
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く
県
民
の
参
加
と
協
力
を
得
て
花
と
緑
の

豊
か
な
、

快
適
で
健
全
な
社
会
の
創
造
に

寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
支
店
が
お
か
れ
頭
取
が

玉
名
お
ら
れ
花
と
緑
の
銀
行
の
設
立
趣
旨

に
依
っ
て
、
各
地
区
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。各

頭
取
の
担
当
地
区

泊
地
区

水

島

潔

犬
家
庄
、
五
笛
庄
地
区

小
川
誌

一

山

崎

、

姪

谷

地

区

赤

川
重
次

笹
川
、
南
保
（
姪
谷
除
く
）
地
区折

谷
隆
一

野
田
い
の

宮
崎
、
境
地
区

花
と
緑
の
銀
行

mu織
に
み
ち
だ

美
し
い
環
境
づ
く
り
に

朝
日
町
支
店

最
近
、
国
民
終
済
の
め
ざ
ま
し
い
発
展

と
社
会
の
高
密
度
な
ど
に
よ
り
「
澄
み
き

っ
た
空
気
と
水
」
や

「
豊
か
な
緑
」
が
私

達
の
生
活
か
ら
次
第
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
花
と
緑
に
満
ち
た
環
境
を
と
り
も

ど
し
真
に
豊
か
な
人
間
生
活
を
味
わ
い
、

楽
し
む
と
と
の
で
き
る
条
件
を
つ
く
り
だ

す
ζ

と
は
県
民
の
強
い
安
宅
で
あ
り
、
県

政
上
の
十
八
き
な
課
題
で
あ
り
、
と
く
じ
出

代
そ
仕しき
る
私
速
に
諜
せ
ら
れ
た
恒
人
な

使
命
で
も
あ
り
ま
す

ζ

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
佑
と
U
仰
の
県

づ
く
り
迎
励
の
山
川
地
付
体
と
し
て
、
昨
年

五
月

「
財
団
法
人
佑
と
械
の
銀
行
」
が
ぷ

立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
民
が
ζ

ぞ
っ
て
花
や
木
を
丙

て
る
裂
し
さ
を
知
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
生

活
の
小
に
定
着
す
る
ζ

と
を
期
待
し、

広

(4) 

〈
写
真
は
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
フ
ラ
ワ

ー
ポ

ヅ
ト
に
剰
を
植
え
る
朝
日
支
店

頭
取
の
方
々
V
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きリ入
、
用
途
地
域
の
策
を
一
一週
間
住
民
に

縦
覧
し
ま
す
。
と
れ
に
対
し
て
、
滋
見
当

の
促
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
意
見
等
を
都
議
会
で
訴
識

し
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
型
解
を
い

た
だ
き
、
今
年
度
中
に
指
定
し
た
い
万
針

で
す
。

な
お
今
後
、
農
地
転
用
、
建
物
の
新

築
、
改
興
の
予
定
の
あ
る
万
は
、
建
設

謀
、
産
業
部
に
事
前
に
ど
川
相
談
く
だ
♂
る

よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

｛主
み． 回よ

立し、

道街、
hl~ _.) 
~ ＜ 
指り
定の
。た

め

町
で
は
、
都
市
計
．
阿
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
用
治
地
域
を
指
定
す
る
た
め
、
現
紅
、

問
日
町
都
市
計
岡
山情
滋
会
に
お
い
て
得
漉

し
て
お
り
ま
す
。

用
途
地
肌
指
注
の
主
聞
は
次
の
と
お
り

で
す
。

。
用
途
地
域
の
目
的

都
市
（
街
）
に
は、

住
宅
、

尚
店
、

工

場
な
ど
の
、
い
ろ
ん
な
糊
類
の
挫
て
物
が

建
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
ら
が
ま
ざ
り
合
っ

て
い
ま
す
と
、
生
前
蹴
境
や
産
業
活
動
に

惑
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
と
で
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
用
途
地

域
を
定
め
、
快
組
な
生
活
蹴
絡
に
し
て
ゆ

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
の

。
用
途
地
域
の
内
容

①
第

一
組
住
同
専
用
出
戚

低
周
（
十
メ
l
卜
山
川
）
住
℃
地
と
し
て

良
好
な
る
聡
姥
を
保
越
す
る
地
域

①
第
二
種目れ
尉
専
用
地
戚

中
高
層
住
宅
も
建
つ
よ
う
な
、
住
・1
地

と
し
て
良
好
な
る
環
境
そ
保
護
す
る
地
域

①
住
問
地
域

主
と
し
て
住
居
の
環
況
を
保
漉
す
る
地

相丸
g

－A
 

①
近
隣
商
業
地
域

周
辺
の
住
民
に
対
し
て
、
日
用
品
な
ど

を
供
給
す
る
商
業
な
ど
の
利
便
を
増
進
す

る
地
域

①
商
業
地
域

主
と
し
て
商
業
・
業
務

・
銀
楽
な
ど
の

利
便
を
増
進
す
る
地
域
。

＠
準
工
業
地
域

主
と
し
て
環
塊
を
態
佑
さ
せ
な
い
工
業

ひさあ報ムム
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や
流
泊
施
設
な
ど
の
利
便
径
地
進
す
る
地

D
A
 

bn
M～
 

①
工
業
地
域

工
業
の
利
便
を
刷
進
す
る
地
域

①
斗
業
専
用
地
域

工
業
を
育
成
す
る
の
に
肢
も
ふ
さ
わ
し

い
地
域

。
用
途
地
域
の
範
凶

明
日
町
の
用
企
地
域
指
定
の
飽
聞
は
、

的
出
区
で
は
国
道
を
合
む
、
大
凶
伸
一
、

前以前
r

野
、
平
柳

一
一弘
、
楓
泉
町
、
上
横
尾
を
除

く
全
域

一
カ
ケ
配
地
区
で
は

山
小
野
の
ほ
ぼ
全
域
、

月
山
の
一
部
と
な
っ

て
い
ま
す
の

。
用
途
地
域
内
に
お

け
る
建
築
の
制
限

以
上
の
附
途
地
域

内
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
よ
っ
て
辿

物
の
用
途
制
限
が
も

う
け
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
口
問
、
保

光
、
通
風
等
を
考
威

し
、
容
積
率
と
建
べ

い
率
が
各
地
域
ご
と

に
、
も
う
け
て
あ
り

ま
す
0

0
用
途
地
域
を
指
定

す
る
に
あ
た
っ
て

＋串答
議
会
の
了
解
を

得
て、

公
聴
会
を
開

左
は
、
用
途
地
域
指
定
図
（案
）

以最
上近
の 入
工 札
事 さ

れ
fこ
百
万
円

一
、
統
合
中
学
校
予
定
地
道
路
等

建
備
工
事

工

事

費

一
一
、
二
O
O千
円

泊

路

延

長

五

二
－7
五
米

明

白

七
・

二
米

崎

き

ょ

七

四

・

O
米

紙
り
ょ
う

三
基

工
期

十

月

一
日

t十
二
月
三
十
日

．
1

林
道
三
峯
線
開
設
工
事
（
第

一
工
区〉

て

事

費

一

九

、
四

O
O
千
円

延

長

九

五
九

・
O
米

側

員

四
・
O
米

じ
則

十
月
一
日
i
悩
和
五
O
年
三
月

二
O
日

三
、
大
谷
排
水
路
災
害
復
旧
工
事

（
笹
川
）

工

事

費

問

、
0
0
0千
円

工
期

九

月

二
十
二
日
i
十
二
月
十
日

問、

大
溝
谷
用
排
水
路
災
害
復
旧
工
準

工

事

費

三

、

0
0
0千
円

工
期
九
月
二
十
二
日

l
十
一
月
三
十

「
ト
ド

五
、
宮
崎
横
国
用
水
路
災
害
復
旧
工
事

工

事

費

一
、
九
五

O
干
円

工
期

九
月
二
十
二
日
i
十

一
月
二
十

日

六、

町
道
窪
田
学
校
線
簡
易
舗
装

路
肩
工

g

工

事

費

二

、

六

五

O
干
円

延

長

三
五
O
米

工

期

九

月
二
十
日

1
十
月
二
十
日

七
工工 、
~VJ 出〈 雁
,,,. m: ；箆

日 九謹t川｜淘
月） 水

二 路
十災
二一 審
口 、 復
｝二 l日
十五 工
-0 事
月 千
二 FY
－十

(5) 

八、

山
村
地
域
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業

城
山
給
水
施
政
聾
備
工
事

工

事

費

七

、

0
00
千
円

送
水
管
延
長
八
七
五

・
六
米

管

理

棟

十

二
・
九
六
平
方
米

井

一同

一

基

工
期

九

月
二
十
日
j
十
二
月
二
十
日

九、

町
道
月
山
富
ノ
下
線
路
肩
改
良
工
事

工

事

費

二

、

一
一二
O
千
円

延

長

二

O
二
米

幅

員

三
・
五
米

工
期

九

月

二
十
七
日
l
十
月
二
十
五

亡
」

十
、
泊
東
部
保
育
所
増
改
築
工
事

工

事

費

一
一O
、

一
O
O千
円

木
造
シ
ン
グ
山
庁
長
平
家
住

増
築

二
八
二

・
一
八
平
方
米

改
築

三
一ニ
0
・
九
六
平
方
米

工
期
十
月
十
七
日
i
昭
和
五

O
年

二
月
二
十
八
日

ij島 看泊副撃泊
和 （護病医JI/病 新
聞昭 タト
：：；：織 ;fl］婦院長斜院

九看泊空
年護病 L
十燭院公

昼斉芋小
干藤 空坂
~ ;. E茂

巴 子 ） 子 秘

朝
日
町
人
事
異
動

｜日
新
採

高

田

新
銀
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鉱山
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バ
ル
ト
夜
中
山
…
長
骨
川
一

－
生
活
保
護
制
度
の

し
く
「
の
＠

生
活
保
護
制
度
の
目
的
は
、
最
低
生
活

の
保
障
に
あ
り
ま
す
が
、
生
活
は
個
人
に

よ
っ
て
千
差
万
別
で
す
が
、
そ
の
し
く
み

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［
保
護
に
か
か
る
と
き
の
基
準
決
定

。
最
低
生
活
費
と
収
入
の
対
比
で
決
め
ま

す
が
定
め
ら
れ
た
保
護
基
準
に
よ
っ
て
生

活
費
を
計
算
し
、
こ
れ
と
、
そ
の
人
の
い
ろ

い
ろ
な
収
入
と
を
対
比
し
、
そ
の
人
の
収

入
だ
け
で
は
、
最
低
生
活
費
が
足
り
な
い

と
き
、
そ
の
不
足
分
を
補
う
も
の
で
す
0

2
疾
病
に
か
か
り
医
療
費
の
支
払
い
が
函

掛
艇
と
な
り
医
療
費
だ
け
の
保
護

〈
医
療

扶
助
）
を
受
け
た
い
と
き
、

。
医
療
費
総
額
の
う
ち
自
己
負
担
額
と
巌

低
生
活
費
と
の
合
計
額
と
収
入
の
対
比
で

さ報 ーあ

し員 まよ当始。 5.に 療支 0 4. R育 す。 3.場 ζ き
て 、ま すびのさ保 い保 簡を給保 保生扶 。つ 保 合え め
くまた 。同本れ設 て護 枕受 さ護護業助 ① ぎ 護 不る ま
だた lt3 居 人 ま は を 事けれ費 費 扶 生のの足がす
さは請 しかす 申 受 務た ま は の 助 ＠ 活 七 種 の医。
い役 に て 、。 請 け 所医 す役支 医扶種類 分 療ま
。場 つ い そ申 に た か療が場給① 療助 類 に を質 た
住い るの請よ い ら機 、の 方葬挨 に つ 支の収
民て 親人がっ と 支関 医 窓 法祭助 ①細 い 払支入
諜 lま 族 ので で き 払宗 按口 に 挟 住 分 てい払が
福地 に 扶 き 、 のわ院扶 でつ 助①宅 ざ まい最
祉区 限 養 る は 手 れ、助侮 い 出扶 h すに 低
係 の ら義人じ 続 ま E だ月 て 産助 ど 。足 生
に 民 れ 務はめ き す i会 け 現 d扶 ℃ り 活
相生 て者、て に o~ は金 助 ③ い な費
説委いお該開っ き： 治 で 数 ま いを

ま皆 を 態火① 〉す除もま心は年れとっと住

~！自 ｜主 Ii :r ：~ % ~！躍陸軍勢率直 ： 天皇 ！ v,t i 色 合優子~ ~~~ ~＝整
で の r/:11秒 ｜秒七 い期防難難期 難破物店．：が け り 年た ま 減 受 料。 き 、つ対 年隊
ご職に 時 た 閲用訓路誘経保 、、 t増て i笥金が で 額給の な災て象金 主宇

野E休喜特Z語努最初君事語jをfd~ 努ギ完三警護 火事！~接 言
下 び職 陪す次等笑保徹笑尚街 、，：き j明 金増衛官除まはを に 失す で 得%
さ家員 1-1一・九 。の の施 。l氏内火、病：：ま閣を額 年 をす あ 受 は 業 が 保 にに
い 庭及 ｜五 11寺 嬰 続。 用 等 院 τし のもを金受。り け 保 な、険関滅
。のび ｜秒の領持 設 に 、 ：た保 ら 自のけ ま て 険ど家料係 額
資梢 ？で点 備お複 〉 。｜倹 お 前 支 て すい 料 で 計をな
察｜坊 ，.，.六回 サ倹 等け合。： 料うに支 お が て は納 が納く
を岡 山秒。 イ の の る用 2 {t・とし 給 れ 。も 免 め苦 め
行員 レ実 保避途f 迫 、てがば年老除るしる ー
いが ン施 守難防 ： 納免誰始安金総さ ζ か と般

繭開源問哩暫〈；七 （ 保険料のうつりかわり v~ ~ ~ ~ ~ ill機

古，~手1r1~告知芸 ： ま ~ 1 期 間｜保険 料額｜ 長努詰叩詰
ι 町ラL E 三三~－ I・ ..: 置し汽ニ； は；らは 1 I I 事プ7め保 き は

~：~議~~母 習： g引ー～4 1叩 ｜ 100叩〉｜ 警告2堅議京
吋~ ··ι4三コ日明完結 町 J 苓五 I 42年 l月～43年1／月 1 200 c2so) I へ、 と 店間 保
町ー 」一品圃園山；~~； ！ 斜 ：区才 ｜ ｜ ｜ ぉ朝が免は 険・r: -t~ ぺ，J語学 f 別以 1 44年 l月～45年6月 1 /50 (3叩） ｜ 間日 で 除十 料

品・1し翻号if歯 ｜何年7月～47年6月 ｜ 450 1 ~ ~ i童話で
tγ 幽 〉 十 I45年7月～48年12月｜ sso I わ場 主』iま

｜ ｜ ｜ せ 文 u だトで
年 I49年 1月～ I 900 I 下は 当 さ

｜ ｜ ｜ さ、 時か

・ 中 ・ ・ ・ ・ 小た二県れ内 日
銀 銀 学入 入 銀合学。、税 、各 、朝
箇 賞 校 選 選 賞 筒 校銅学金小 六 日

小 小 の大 山 蛭境 の 賞展 賞 中正l町
川 イ山 川 生 電部 家 カ山 崎 ひ松竹谷お小豆部 三 に十字両小
型オ本中成気 庄 イ本小 ま原内分は の 、六 二 校a 里中
〕 ノ 二 現分 小 コみこ わ智千校な五か 入点点か 泊 学
~ の保年象 解 三 とか年 り恵里 ー に年ん 越ががら／べ 校
~ liif /'£ ，..－...の に 年（ア子 （の子年っ さ で 出選五 学 斜
県 究 県 民Hお 県 ゲ 県か き つ の口 ば十校学

石 i自 民 背久鹿究り 川展ハ湯七 j畏ん竹仙北，..－...Jj( ,..-... A. IJl:I れ八で展
井田銀 偽我銀 る 上 金 の口沢入さ内名 iI1l果島県 2設さ そ 点開は

民 ー口白電 賞 育 ち j翠 っ さ質腿ー展 をれのがか
弘｛申） 惜 ） 池 1暗）ちあづ） 厚か 笑 銀却 金 み 、 r.ti出れ十
事 ー さド＝繁 の 子 かき子 代え 守二 賞之鈍’ ま金 か 品 、月

た ） ） し賞らさ町五

飽憲司

保
険
料
の
免
除
を

受
け
て
い
る
人
へ

追
納
で

よ
り
古同い
年
金
を

m和32年8月8目 ｛
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生
活
の
－
部
に
し
よ
う
山
〈
の
点
検

秋
期
全
国
火
災
予
防
運
動

綿織

十
一
月
二
十
六
日

t十
二
月
二

B
機

日
増
し
に
火
の
気
が
ほ
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
火
災
の
発
生
も
こ
れ
か
ら
が
最

も
多
い
時
期
で
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に
は
充
分
注
意
し

て
火
災
発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
政
の
絶

蹴
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
一
斉
実
施
事
項

①
家
庭
に
お
け
る
安
全
点
検

同
一
暖
房
器
具
の
安
全
点
検

ω老
人、

子
供
、
病
人
の
就
寝
場
所
の

点
検

問
た
ば
と
の
投
げ
捨
て
、
住
た
ば
と
の

↑H
J『
「
』

unun
－
A
 

糾
尚
火
用
具
の
準
備

①
職
場
仁
お
け
る
防
火
点
検

的
指
定
場
所
に
お
り
る
喫
慨
の
徹
氏

ω火
気
使
用
場
所
の
強
用
、
終
と
ん
の

例
通
報
連
絡
の
徹
底
。

同
消
火
設
備
の
使
用
刀
法
の
習
副
知
。

同
地
難
経
路
の
確
認
。

(6) 

富
山
県
料
学
震

大
量
入
賞

よ
い
子
だ
ち
の

学
習
作
自
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ア
ル
コ
ー
ル
を
混
ぜ
て
い
る
の
に
清
酒

と
呼
ん
だ
り
、
ほ
か
の
地
万
で
つ
く
っ
た

酒
に

u
灘
の
酒
H

と
響
い
た
り
、
と
か
く

評
判
の
悪
か
っ
た
日
本
酒
の
表
示
が
、
来

年
四
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
添
加
や
産
地
表
示
以
外
に
も

①
ブ
ド
ウ
糖
や
水
ア
メ
な
ど
を
添
加
し
て

い
る
の
に
生

一
本
な
ど
と
表
示

①
等
級
を
表
わ
す
の
に
も

H

特
選
μ

と
か

H

超
特
紐
H

な
ど
と
い
う
綴
拠
の
な
い

こ
と
ば
を
使
っ
て
い
る
。

新
川
地
区

畜
産
共
進
会

朝
日
町
で
聞
か
れ
る

ひ 守・ー 第231号ーさ報一一・ あ

日
本
酒
の
表
示
が

改
め
ら
れ
ま
す

｜
業
界
ガ
巴
粛
ー
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肉
用
午
の
部

一
等
賞

二
等
賞

二
等
賞

豚

の

部

優

等

世

愛

場

由

男

二
等
純

愛
場
幸
太
郎

ハ
写
真
は
共
進
会
風
景
V

水
野
甚
之
輔

秋
山
時
嗣

水

野

忠

之

山花 LI.I
l崎

王房新

細1紺1な
ど
諾

か
し
こ

い
消
費
者
に
な
ろ
う

朝
日
町
の
物
価
の

う
つ
り
か
わ
り

＠
四
月
か
ら
九
月
ま
で
＠

野野

町
で
は
物
価
の
動
向
を
調
査
し
、
消
費

者
行
政
諸
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
乙
と
を

目
的
と
し
て
四
十
九
年
四
月
か
ら
主
製
食

料
品
二
十

一
品
目
に
つ
い
て
月
二
回
の
価

格
調
査
を
突
胤
し
て
い
ま
す
。

こ
の
程
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
六
カ
月

聞
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
ぜ
い
た
し
ま
す。

付
う
る
ち
米
が
二
十
五
%
（
対
四
月
比
）

も
ち
米
十
M
W

（同
比
）
、

小
麦
粉
穴

・
九

M
W
（
同
比
）と
主
食
類
が
の
き
か
也
み
悲
し
い

側
絡
上
界
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
円

応
す
る
か
の
ご
と
、
訓
次
食
品
類
の

航
上
が
り
が
目
立
ち
ま
す
。
一
時
、

店
頭
で
の
品
織
が
囚
－Y
っ
た
即
時
ラ

ー
メ
ン
は
ほ
ぼ
出
回
っ
て
い
ま
す
が

品
格
時
の
高
値
が
値
崩
れ
を
お
ζ

し

て
い
る
も
の
の
高
値
安
定
的
な
隙
相

を
呈
し
て
い
ま
す
。

ま
た
小
麦
粉
の
側
絡
変
動
が
際
政

食
パ
ン
類
に
は
ね
か
え
っ
て
く
る
こ

と
も
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

伺
牛
肉
、
ハ
ム
は
安
定
し
た
価
絡
を

紘
持
し
て
き
ま
し
た
が
同
種
品
の
豚

肉
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
七
%
前
後
（
対

4
月
比
〉

の
上
併
を
示
し
て
お
り
今

後
こ
れ
に
つ
い
て
値
上
が
り
が
渡
及

し
そ
う
な
気
配
で
す
。

鶴
卵
に
つ
い

て
は
価
格
の
変
動
が
著
し
い
の
が
特

徴
的
で
す
。
バ
タ
l
製
品
に
つ
い
て

は
十
四
%
（
対
四
月
比
）
前
後
と、

か
な
り
の
値
上
げ
を
示
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
部
分
的
に
は
品
不
足
現
象

も
見
受
け
・ら
れ
る
よ
う
で
す
。

同
調
昧
料
関
係
で
は
、

さ
と
う
十
三
%

（
対
四
月
比
）
、
し
よ
う
泊
四
%
（
同
比
）

と
か
な
り
の
上
昇
を
示
し
て
い
ま
す
。

み
そ
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
変
動
が
見
受

け
ら
れ
る
も
の
の
股
近
徴
用
傾
向
に
あ
る

の
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

と
ろ
ろ
一
」
ん
ぶ
、
干
の
り
な
ど
縦
康
食

品
に
つ
い
て
は
、
時
期
的
、
季
節
的
な
需

給
と
柑
ま
っ
て
か
な
り
の
変
動
を
一
広
す
も

の
で
す
が
干
の
り
の

l
一好
が
特
に
顕
著
で

r
y
o
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泊
あ
げ
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
と
う
ふ
な
ど

に
つ
い
て
は
、
比
較
的
に
安
定
し
た
価
格

を
示
し
て
い
ま
す
。

物
仙
沈
静
、
国
民
生
活
安
定
の
た
め
、

政
府
や
燥
、

市
町
村
に
お
い
て
物
価
抑

制
、
消
費
者
保
護
行
政
の
挑
巡
に
努
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
渦
資
者
も
、
白

か
ら
の
生
活
を
守
る
、
生
活
防
衛
の
立
場

か
ら
今
一
度
消
費
生
活
を
考
え
て
み
る
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
消
費
者
が
よ
り
高
い
商
品
知
識

を
身
に
つ
け
良
り
安
く
購
入
す
る
方
法
を

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
実
践
し
ま
し

ト
h
A
J

。
H

よ
り
良
い
品
を
よ
り
安
〈
w

H

賢
い
消
費
者
に
な
っ
て
よ
り
豊
か
な

消
費
生
活
を
U

ノス（＇I'J鹿:16（）川 ）

とろうこ人ぷ（革100κ1

家
潜
の
改
良
地
殖
と
朗
自
問
技
術
の
向

上
な
ら
び
に
資
質
の
高
い
畜
産
物
の
流
通

を
は
か
り
、
も
っ
て
畜
産
雌
興
に
資
す

る
こ
と
．を

目
的
と
し
た
、
第
四
回
新
川

地
区
畜
産
共
進
会
が
、
十
月
四
日
新
川
地

医
畜
産
指
興
会
連
絡
協
議
会
主
催
で
、
桜

町
地
内
の
朝
日
東
嗣
敷
地
内
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

乙
の
共
進
会
に
は
旧
下
新
川
郡
の
二
市

三
町
の
家
畜
九
十

三
聞
が
参
加
し
、
乳
用

牛
、
肉
用
牛
、
豚
の
三
部
門
に
そ

れ
ぞ

れ
の
資
質
と
飼
育
技
術
を
競
い
あ
い
ま
し

明
日
町
関
係
の
お
も
収
入
賞
苗
主
は
択

の
と
お
り
で
す
。

乱
用
牛
の
部

二

等

賞

函

村

元

成

月

山

①
H

日
本
一
H

、
H

日
本
代
表
H

大
一次一
爪
が
多
い
な
ど

こ
の
た
め
『
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
』で
は

次
の
点
を
改
善
す
る
よ
う
決
め
ま
し
た
。

①
ピ
ン
の
レ
ッ
テ
ル
な
ど
に
製
造
年
月
日

を
表
示
す
る
o

（
来
年

一
月
か
ら
〉

①
コ
メ
、
コ
〆
と
う
じ
、
陸
造
用
蛸
類
な

ど
使
っ
た
原
料
を
表
示
す
る
。

①
H

最
高
級
H

H

日
本

一H
H

最
古
H

な

ど
、
担
拠
の
な
い
表
示
を
や
め
る
。

＠
OKE－
一
本
H

は
コ
メ
と
こ
う
じ
だ
け
を

原
料
と
し
た
本
醸
の
も
の
に
限
る
。

①
H

灘
H

H

伏
見
H

な
ど
の
産
地
表
示
は

そ
の
地
域
で
醸
造
さ
れ
た
清
酒
だ
け
に

す
る
。

うるら米＼Ik侃）
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風
常
々
の
入
場
大
行
進
V
ー・1砂

晴
れ
わ
た
っ

さあ報 一広
昭和32・午8月8目

.. j再HI郵使物認可 ーー一一一....・H ・.....

くれH身の力をとめて引けども引りども（桝う｜〉＞

た
秋
空
の
下

？＜町長さんの聞もに乙やかに、開会の挨拶＞

八
〈はぴぴ
ボむんん
lずとを
リかび9'JJ
ンしんす
グいのの
競は間は
授すを易
）な通い
Vのすが

lこ（｝）

I • V、〆、y拘l・.：~ －－ :'.・ 

院煙詮空竺主、込義言ふ滋：ミl で胃『担冒司R一戸巧『·~竺

L’ よ．、”い～.＜.~~~斗
長干一申~二叫酔ぷ－ιι，持 Fへ重量a

b2~C；是正有長Jヤ

くミ セスあさひのしなやかなスタイ／レ

（婦人会制口街頭）＞一万
町
民
の
声
援
と

笑
い
が
酒
巻
く

第
十
四
回
町
民
体
育
大
会

くかたずをのんで見｜：げるボールの

行方は （リンク’パス続技）＞

守’
a

41

・nh
u

．ー

八
タ
イ
ム
が
長
か

っ
た
の
か
、
技
が
す
ぐ
れ
て

い
た
の
か
一
つ
後
ら
ず
入
っ
た
地
区
も
あ
っ

た

（
玉
入
れ
競
争
〉

V

↓

(8) 

↓ くかくて総介艇JJ-31はl判保Jt!!区の手に＞
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町
民
体
育
大
会
の
成
績

l
総
合
優
勝
は
南
保
地
区

本
村
杯
は
五
箇
庄
地
区
に

秋
晴
れ
の
十
月
二
十
日
小
丸
山
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
町
政
二
十
周
年
第
十
四
回
朝

日
町
民
体
筒
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
各
小
学
校
児
謡
の
投
節
隊
Y

l

チ
で
ふ
た
を
あ
け
ボ
ー
リ
ン
グ
縦
走
、
玉

入
れ
、
綱
引
き
リ
レ
ー
な
ど
に
熱
戦
を
展

開
し
、
競
技
の
合
い
間
に
は
、
保
育
所
児

童
の
か
わ
い
い
遊
戯
や
婦
人
会
に
よ
る

「朝
日
昔
蹴
」
の
お
ど
り
も
あ
り
ま
し
に
。

町
政
二
十
周
年
を
記
念
す
る
く
す
玉
剖

り
も
行
わ
れ
、
町
民
の
体
育
の
祭
典
に
ふ

さ
わ
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

〔
総
合
成
樹
〕

①
南
保
①
山
富
附
①
大
家
庄
＠
随
①
佐
川

①
泊
二
区
①
山
崎
＠
泊
三
区
①
五
簡
庄

司勾
E

弘
夫
、
d
U
Qお

q
e
4、
‘

L

；

4
3
l
s
’
t
・8

1
F魚川駅
Jmm一ふれ
i

っ
し
伝
説
殺
説
ぷ
獄

題滋器額

税
の
窓J

，ロ

広
目
可s

a
 

月
物

刊
町
一
国
税
田
町
や
税
務
署
で
は
、
十
一
月
十
一

柳
川
白
か
ら
十
七
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
期
間

昭
一
鰐
」
と
し
、
乙
の
期
間
中
、
い
ろ
い
ろ
な
行

一、
一
撃
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
税
を
知
る
期
間
」
は
、
国
民
各
胞
の

~ + 
~ t ~ 
fし＼ ム

税娯？
.a-去五 十
知 六U 五

豆5哉 日
，切 っ広一 〉

甲乙 ；

灘

る
力
を
十
分
に
伸
ば
せ
る
よ
う
に
育
て
る

i

正

E
J

回
J
1

と
と
も
に
、
社
公
生
活
を
醤
む
上
で
の
し
げ

柳

川
ふ

l

N
に
つ
い
て
は
、
雌
し
く
教
育
し
な
け

籾

欣

れ
ば
な
り
せ
ま
ん
。
そ
の
た
め
に
、
親
は

畿

日

絶
え
ず
少
年
と
心
の
交
流
が
保
た
れ
る
よ

＠
泊

一
区

趨

半

う
に
努
め
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

※
過
去
の
総
合
優
勝
地
区

間制

裁

一
万
、
非
行
に
陥
り
や
す
い
少
年
は
、

よ
場

第

一
回
J
第
八
回
境
地
区

都

〆

学
校
の
中
で
も
、
特
別
敏
い
さ
れ
て
い
る

第

九

回

開

保

地

区

鶴

学

校
1

家

庭

地

域

社

会

と
い
う
感
じ
を
持
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
学

第

十

回

境

地

区

桝

し

っ

か

り

手

を

つ

な

い
で

校

で

は
、
そ
の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
な
い

第

十

一

回

大

家

庄

地

区

鶴

最
近
の
数
年
間
、

十
四
、
十
五
鐙
の
年

よ
う
に
気
を
付
け
、
そ
の
上
で
指
導
す
る

第

十

二

回

南

保

地

区

撚
少
少
年
の
事
件
は
鴻
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

と
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

第
十
三
回

大

家

配

地

区

川
す
。
嫁
庭
裁
判
所
で
は
、
非
行
に
陥
っ
た
ま
た
、
非
行
に
至
る
ま
で
に
、
学
校
を

【
二
、
0
00
米
継
定
〕

ぺ
少
年
に
対
し
て
、

再
び
非
行
を
繰
り
返
さ

ず
る
休
み
し
た
り
、
盛
り
場
を
遊
び
歩
い

①
軍
閥
庄
（
本
村
杯
）
①
大
家
正
①
山
崎
北い
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
適
切
な
処
遇

た
り
、

あ
る
い
は
、

金
使
い
が
荒
く
な
っ

〔
小
学
校
四
百
米
継
走
〕

バ仰
を
行
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
家
庭

た
り
す
る
な
ど
の
徴
候
が
現
わ
れ
ま
す
。

①
宮
崎
①
山
崎
、

泊
三
区

総
裁
判
所
か
ら
み
た
年
少
少
年
の
非
行
防
止
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
時
期
を
失
せ
ず
、

〔
中
学
校
六
百
米
縦
走
〕

快

μ
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
o

速
か
に
手
を
打
っ
て
、
非
行
の
芽
を
摘
ん

①
泊
二
区
①
五
箇
庄

d

年
少
少
年
、
特
に
中
学
生
は
人
格
の
形

ー
で
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〔
応
援
問
〕

J
r
s

成
の
上
で
、
臨
め
て
由
一袋
な
時
期
に
あ
り
年
少
少
年
の
場
合
、
そ
の
約
八
十
六
パ

大
家
庄

f
，．
ま
す
。
親
と
し
て
は
、
少
年
の
持
っ
て
い
セ
ン
ト
が
、
初
め
て
非
行
を
行
っ
た
も
の

にb
P

7
w時
総
削
減
的
U
1
7
t
w
謀議細川
m
w
N
F
f
－
を
仁
川
議
綴
務
万
人
干
し
品
慾
撲
滅
613uuf溺
給
総
議
機
畿
税
毅
繍
翻

方
々
に
説
務
行
政
や
税
制
な
ど
を
よ
く
知
ー
と
の
座
談
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
税
務
四
、

そ
の
他

っ
て
も
ら
い
、
税
の
よ
き
理
解
者
と
な
り
暑
で
も
座
談
会
を
開
催
し
て
、
各
層
の
方
税
を
知
っ
て
い
た
γ
く
た
め
に
、
租
脱

か
っ
、
よ
さ
協
刀
者
と
な
っ
て
も
ら
う
た
々
と
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

教
室
や
税
務
署
見
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行

め

に

行

う

も

の

で

ザ

。

部

”

を

予

定

し

て

い

ま

す

。

従
来
も
、
十

一
月
に
「
納
税
者
の
声
を

聞
く
旬
聞
を
設
け
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

γ
い
た
ど
意
見
を
も
と
に
、
税
務
署
の
仕

事
の
す
』
め
方
に
つ
い
て
の
改
善
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
「
税
を
知

る
期
間
と
形
を
変
え
て
行
う
も
の
で
す
。

と
の
期
間
中
の
主
な
行
事
は
、
択
の
と

お
り
で
す
。

て

座

談
会
の
開
催

国
税
庁
や
国
税
局
の
幹
部
が
、
新
聞
な

ど
の
座
談
会
に
出
席
し
ま
す
。

ま
た
、
金
沢
因
説
局
で
、
国
税
モ
一
一
タ

年
少
少
年
を

非
行
か
ら

守
ろ
う

二
、
税
務
相
談

各
地
に
巡
回
ま
た
は
臨
時
の
税
務
相
談

所
を
開
設
し
て
、
税
金
に
つ
い
て
の
ど
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
朝
日
町
で
の
税
務
相
談
は
、
十

一
月
十

五
日
（
金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
職
工
会
館
で
聞
き
ま
ず
か
ら
ど
し
ど
し

利
用
し
て
下
さ
い。

「
税
に
関
す
る
作
文
ー

の
表
彰

高
校
生
か
ら
募
集
し
た
「
税
に
関
す
る

作
文
」
の
入
選
発
表
と
表
彰
を
行
い
ま

す。

今

月

は
水

利

地

益

税

固

定

資

産

税

国
民
健
康
保
険
税

分

の

全
期

三
期

三
期

納
付
期
限
月
で
す
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま

’レょ
q
J
O

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
行
に
陥
る
前

の
段
階
で
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の

適
切
な
指
導
教
育
を
行
う
こ
と
が
臨
め
て

大
切
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
少
年
を
取
り
巻
く
家
庭

学
校
、
地
域
社
会
と
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
少
年
の
実
態
に
十
分
関
心

を
払
う
と
と
も
に
、
相
互
に
緊
密
な
連
絡

と
協
力
を
図
る
と
と
が
認
ま
れ
ま
す
。

(9) 

一
十
一
一
月
日
に
一

～

町

長

選

挙

～

一
告
示
は
十
一
月
二
十

一日

一

一
十
二
月
二
十
五
日
任
期
満
了
の
、

一

一
朝
日
町
長
の
選
挙
が
、
十
二
月

一
日
一

一

〈日
）
に
什
わ
れ
ま
す
。

－

一
・

町
長
選
挙
の
投
票
資
格

－

一

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
二
十
日

－

．

（
基
準
日
）

現
在
で
、
朝
日
町
に
引

い

…
き
続
き
三
カ
月
以
上
（
昭
和
四
十
九

一

一
年
八
月
二
十
日
以
前
か
ら
住
民
登
録

一

一
が
な
さ
れ
て
い
る
者
）
住
ん
で
お
り

－

一
且
つ
昭
和
四
十
九
年
十
二
月

一
日
現

－

一
在
で
満
二
十
才
に
迭
し
て
い
る
者
（

－

－
た
だ
し
、
公
民
権
停
止
な
ど
の
欠
絡

一

一
事
由
の
な
い
者
）

一

一

・
不
在
者
投
票
に

つ

い

て

一

一

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
二
十
一
日

－

一

（
告
示
日
）
か
ら
十

一
月
三
十
日

－

一

（
投
票
日
の
前
日
）
ま
で
の
問
、
毎

－

－
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

－

一
ま
で
、

不
在
者
投
票
を
受
け
付
け
ま

…

一
す
。
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、

一

一
印
鑑
持
参
の
う
え
、
選
挙
管
理
委
員
一

一
会
（
役
場
内
）
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

－

F
Z
E
E
f－－
E
E－－B
E
E－－’
E
・：B
E
E－
－
E
E
－－
E
E！
－
－
E
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みんなの
図書館

高

図
書
館
の
本
は
無
料
で

利
用
で
き
ま
す

ー
家
族
ぐ
る
み
で
ど
う
ぞ
｜

図
脅
館
は
み
な
さ
ん
の
読
書
の
広
場
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
の
あ
ん
な
い

子
に
学
ぶ
母
の
教
育
論
渡
辺
幸
子

老

人

（

上

、

下

）

問

問中
ベ多

聞

あ
る
反
骨
教
師
の
半
生
中
村
次
郎

ゆ

と

り

あ

る

教

育

仲

谷

義

明

楽

焼

の

す

べ

て

高

幡

一

翠

ζ

れ
か
ら
の
妊
娠
出
産
育
児
中
鵠
唯
夫

源

氏

五

十

四

帖

中

口

映

画

社

一二
政
続
浮
股
絵
治
品
集
中
H
映
両
社

ヒ
ト
ラ
ー
臥
後
の
十
日
間
松
谷
健
一一
訳

マ
l
メ

イ

ド

三

町

姻

江

謙

一

精

進

料

出

入

門

小

林

使

三

娘

の

学

校

な

だ

い

な

だ

巨
人
僚
の
鬼
と
い
わ
れ
て
川
上
哲
治

セ
l
ヌ

の

ほ

と

り

白

田

保

雄

日

本

料

理

部

訣

鍛

土

井

勝

黙

示

録

の

時

代

羽

仁

五

郎

地

閣

を

歩

く

刷

伴

ミ

二

ス

ポ

ー

ツ

森

則

遍

路

そ

の

心

と

歴

史

宮

崎

忍

勝

元
気
な
子
の
食
併
高
見
沢
た
か
子

も

っ
と
自
由
で
な
く
ち
ゃ
問
伊
玖
附

弧
担
崎
山
マ

ン

ボ

ウ

述

勝

間

作

西

欧

の

聞

を

求

め

て

犬

益

道

子

日
本
の
伝
統
美
を
訪
ね
て
芝
木
姫
子

へ

そ

曲

り

名

一

万

策

富

士

正

附

消
費
者

相

談

青

山

三
千
子

恐
怖
の
食
物

md叶
府
与

さ報一…・あ広
昭和32年8月88

··· ~JU便鈴鹿町

わ
が
ル
パ
ン
向
の
三
十
年
制
小小

野
田
党
郎

生
存
術

吉

田

八

等

死
ぬ
と
と
と
生
き
る
と
と
（
上
、
下
）

土

門

挙

生

活

の

恐

怖

大

川

陣

徳

へ
ン
な
数
学

仲

削

紀

夫

子
峨
み
係
喰
い

野

坂

附

如

ど
の
J
1
．1
F

、

午

、

匂

AFt－
を

2
1げ官

、‘“ιM
M
i！
υH－
f

い込命
日歴

相
談
ご
と
ご
案
内

~·守で

マ
行
政
相
談

日
待

毎

月

第

一
火
眼
目

午
前
十
時
J
午
後
三
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

場
所

マ
人
権
法
律
相
談

日
時
十
一
月
十
九
円

午
前
十
時
i
午
後
三
時

相
場
所

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
心
配
ご
と
相
談

u時
毎
週
火
脱
日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

T
E
L
一・一1
0
五
七
六

「
防
火
管
理
者
講
習
会
の

開
催
の
お
知
ら
せ
」

講
習
実
施
日

十
二
月
十
日
、
十
一
日
の
一
．日
間

申
消
内
の
受
付
川
間
的
け

ト

一
月
十

一
円

申
請
書
の
締
切
円

十
一
月
二
十
H

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
署
へ
お

問
い
作
せ
．
ト
さ
い
。

朝
日
町
善
意
銀
行

次
の
か
た
が
た
か
ら
、
刷
日
町
普
怠
銀

行
へ
附
盟
な
部
績
を
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

乙
乙
に
厚
く
お
私
申
し
あ
げ
ま
す
。

弐
万
参
千
円
也

小

更

松

下

弘
殿

子
供
等
が
よ
く
し
て
く
れ
る
の
で
幸
に

聴
し
て
お
り
ま
す
。
わ
ず
か
で
す
が
思

ま
れ
な
い
人
述
の
た
め
に
佼
立
て
て
下

さ
い
と
自
ら
持
参
さ
れ
た
も
の
。

五
万
谷
千
円

東

草

野

寺

田

政

一

殿

な
く
な
ら
れ
た
尊
父
竹
次
郎
さ
ん
の
供

誕
の
た
め
社
A
福
祉
の
問
地
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の
。

弐
千
同
也

， ,, 

と

く

名

殿

交
通
対
策
関
係
安
口
会
に
川
附
し
た
白

川
弁
的
の
分
を
社
会
側
祉
の
た
め
に
と

弐
千
円
也

と

く

名

殿

社
会
福
M
伎
の
増
進
に
役
立
て
て
下
さ
い

と。

古
切
手

稲

村

得

策
殿

ネ
パ
l

b
y
の
結
脳
出
者
救
怖
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
陥
月
持
参
さ
れ
て
い
る
も

の。
ご
寄
付
の
お
礼

桜
町
窪
田

寛
氏
よ
り
故
時
父
市
成
さ

ん
の
供
益
の
た
め
、
朝
日
町
学
校
教
育
附

品
等
の
充
足
に
役
叱
て
て
欲
し
い
と
町
に

命
卜
万
川
を
得
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
岡
和
四
十
九
年
十
月
十
五
日
現
在
）
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（お
す
こ
や
か
に
）

水

島

洋

長

男

水
島

克

長

女

保

広

川

通

久

長

女

保
水
島
功
喜
治
長
女

大
村
谷
夫
二
女

平
坂
君
夫
長
女

長
井
琢
遊
二
女

松
ド
克
彦
三
男

水

野

被

長

女

渡
辺
沌
縦

長

女

若
渇
利
容
長
男

佐
渡
粂
開
力

長

女

字
国
内
同
一
長
関

門
は
俊
明

長

男

佃

実

長

男

遊
沢
正
犬
長
女

長
津
光
容
長
男

本
問
所
保

長
男

大
介
芳
行
長
女

門
口
利
明
長
男

山
本
英
雄
二
女

道山

（お
し
あ
わ
せ
に
）

問

中

宗

一

水

野

は

る

み

氷

口

義

時

小

杉

真

紀

子

不

破

政

直

木

塚

閉

山

江

徹

朋

子

貴

子
志
津
江

あ
ゆ
み

布
美
恵

真

澄

芳

富
ま
り
子

箔

香

洋

介

明

子

良

彦

俊

之

徳

高
千

秋宏

真

介
利

息
明

士

奈
緒
子

ハお
く
や
み
申
し

あ
げ
ま
す
〉

(lo; 

。泊
。

沼

保

O
東
草
野

O
県
草
野

O
桜

町

O
蛭

谷

O
金

山

O
三
枚
橋

O
樹

水

O
窪

田

山
崎
み
さ
子
（
部
）

岡

字

作

（

目別）

松

岡

外

吉
（
的
）

寺
田
竹
次
郎
（
的
）

窪
田
市
蔵
（
白
〉

竹

内

与

（

刊

）

大
井
久
次
郎
（
引
）

藤

田
も
と
（
制
〉

沢
井
臨
次
郎
（
閃
〉

藤
田
あ
や
〈
邸
）

数

ay也一ミ一
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乙
泰
一
蕊
一

通

d
r
t
g一穴
V

へ

－

交

者
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一

一

ム

…

』
N
d

窃

0

7

－

町

負

8

7
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－

の
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I

o

－

－

白
川

J
a

O
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叶

件
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